
Ⅰ．はじめに

　奄美群島における亜熱帯天然生広葉樹林では，有用材生産と公

益的機能の増進を目的に年間約６００ha の除伐による改良事業が実

施されている。しかし，その効果について明確にされた資料は少

なく，改良の効果は実証されているとはいえない。そこで，改良

後約１５年が経過した同等地位の改良林で除伐効果について検討を

行ったので報告する。

Ⅱ．試験方法

　亜熱帯天然生広葉樹の成長は，斜面位置や局所地形等の地位条

件の影響を大きく受けることが報告されている（安里，１９７９・寺

師，１９７８）。このため，本試験は過去に除伐を行った試験箇所の

中から，除伐区と対照区の除伐実施直前の立木密度と上層木平均

直径（胸高直径上位５００本／ ha の平均）が同等で地位による成長

差が小さいと思われる試験地を選定した。

　なお，本試験地での除伐とは不要樹種の伐採と上層木の樹冠を

確保させるための初回間伐を意味する。

　選定した試験地は１９８９年１９年生時除伐試験地（以下第１試験

地），１９９１年２１年生時除伐試験地（以下第２試験地）の２箇所と

し，２００４年１２月に試験地内の樹種構成と胸高直径を調査し，除伐

時から２００４年までの有用広葉樹の構成改善効果，除伐時から２００４

年までの生存率（２００４年時立木本数÷除伐時立木本数），及び除

伐時から２００４年までの胸高断面積成長量について分析・評価した。

なお，両試験地ともそれぞれ１９９６年，２００２年に同様の調査を行っ

ている。

　除伐時の試験区概況を表－１に示す。両試験地ともに除伐区，

対照区それぞれ２つの調査プロットを設定していたが，第１試験

地対照区の一つのプロットは除伐実施直前の立木密度と上層木平

均直径が他のプロットとの差異が大きかったため，地位による影

響を排除するため今回の調査データから除いた。また，第１試験

地除伐区及び第２試験地の図示する数量は２プロットの平均値で

ある。

Ⅲ．結果と考察

１．立木密度と樹種構成の変化

　立木密度の経時変化を図－１に示す。対照区では自然枯死によ

り急激な密度減少がみられるが，除伐区での減少は小さかった。

　樹種構成の変化を図－２に示す。除伐前の樹種構成は有用樹で

あるスダジイ及びイジュの占有率が高く，その他の有用樹にはタ

ブ，エゴノキがわずかに存在した。また，不要樹種にはヒメユズ

リハ，トキワガキ，ホルトノキが多く，本試験地は奄美を代表す

る樹種構成であった（寺師，１９７８）。

　両試験地ともに，除伐区では不要樹種をほとんど除伐している

ため２００４年時の樹種構成はスダジイとイジュが大半を占めた。対

照区では不要樹種が減少し，２００４年時の上層木のほとんどはスダ

ジイとイジュであり，不要樹種が上層木となるのはわずかであっ

た。

　これらのことから，スダジイとイジュを有用樹種とするならば，

除伐による改良は有用樹種構成割合の改善に大きく影響しないと

いえる。

２．胸高直径階別生存率

　除伐実施時胸高直径階別の生存率を図－３に示す。除伐区，対

照区ともに胸高直径が大きくなるほど生存率は高く，除伐の有無

に関わらず初期成長の優れた優勢木が残存木となる傾向がある。
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表－１．除伐時の試験区概況

胸高断面積減少率
（％）

プロットの大きさと数
上層木※の平均直径

（㎝）
除伐後本数
（本／ ha）

除伐前本数
（本／ ha）

試験区
除伐実施年度
（除伐時林齢）

試験地名

－２０×２０m×１プロット１４．７－７，１５０対照区１９８８年
（１９年生）

第１試験地
４２．５２０×２０m×プ２ロット１４．０２，７７５７，２５２除伐区

－１５×１５m×２プロット１５．３－６，６６４対照区１９９０年
（２１年生）

第２試験地
３４．９１５×１５m×２プロット１５．２２，６２２６，８００除伐区

※　胸高直径上位５００本／ ha

図－１．立木密度の経時変化

図－２．樹種構成の変化 ※　上層木：胸高直径上位１０００本／ ha



このことは広葉樹の直径成長には大きな樹冠を要し（横井，

２０００），除伐時に既に樹冠確保の競争で優位になった木が残存し，

劣勢木ほど枯損しやすいことによる。しかし，除伐区は対照区よ

りも１０～２０％程度生存率が高く，除伐による効果が認められた。

なお，除伐区でも直径が小さいものになると生存率４０％程度と低

く，今後上層木の成長に従って劣勢木から随時枯損していくもの

と考えられる。

　

３．肥大効果

　除伐時胸高直径階別の胸高断面積成長量を図－４に示す。除伐

区，対照区とも胸高直径１０cm以下ではほとんど成長していな

かったが，１０cmを超えると胸高直径の大きい優勢木ほど成長量

は大きかった。また，対照区劣勢木の大半はヒメユズリハ，トキ

ワガキ，ホルトノキ等の不要樹種であり，その成長量は小さく，

優勢木のほとんどを占めるスダジイとイジュの成長量が顕著に大

きかった。このことと図－３から，亜熱帯天然生広葉樹林では除

伐をしなくとも，小径木の過密林分となるのではなく，自然淘汰

の中で初期成長の優れたスダジイとイジュが残存・成長し，安定

した山になっていくといえる。しかし，除伐区と対照区を比較す

ると，特に除伐区優勢木の肥大成長が顕著であり，除伐は早期に

大径木の多い林分に導く効果があるといえる。

　２００４年最終調査時の胸高直径階別断面積を図－５に示す。断面

積合計では対照区が除伐区よりもわずかに大きいが，両試験地と

も除伐区の直径階が大きい個体の断面積が占める割合が高い。特

に胸高直径２５cmを超える場合は両試験区とも除伐区が対照区の

２倍以上となっている。

Ⅳ．まとめ

　奄美地域における亜熱帯天然生広葉樹林では除伐の有無に関わ

らず，成長の早いスダジイ，イジュが上層木を占める林分となる。

スダジイ，イジュ以外の有用樹種構成割合を高めるには，若齢級

のうちに対象樹種が多数混在する林分において，対象木周辺のス

ダジイ，イジュの強度な除伐が必要と考えられた。

　除伐による肥大成長は除伐時の優勢木ほど顕著であり，劣勢木

での効果はほとんど期待できない。このため，除伐時に選定する

立て木には，既に樹冠を確保した優勢木の中から樹幹形状の優れ

た有用樹を選定する必要がある。

67

九州森林研究　No．５9　２００6．３

図－３．除伐実施時胸高直径階別の生存率

図－４．除伐時胸高直径階別の胸高断面積成長量（１本当たり）
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図－５．胸高直径階別断面積（２００４年）


